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第
93
回
中
央
メ
ー
デ
ー
は

5
月
1
日
、
東
京
・
代
々
木

公
園
で
3
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル

開
催（
オ
ン
ラ
イ
ン
も
配
信
）

し
ま
し
た
。

中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員

会
の
小
畑
代
表
委
員
（
全
労

連
議
長
）
が
主
催
者
あ
い
さ

つ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和

回
復
、
危
険
な
大
軍
拡
や
核

共
有
論
で
は
な
く
「
憲
法
を

生
か
し
た
平
和
な
日
本
を
つ

く
る
広
範
な
国
民
の
共
闘
」

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ケ
ア

労
働
者
の
賃
上
げ
を
は
じ
め

「
要
求
に
確
信
を
持
ち
労
働

組
合
へ
の
結
集
を
高
め
、
運

動
を
す
す
め
て
い
こ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
会
の
中
岡
全
労
協
事
務
局

長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
み
な
さ

ん
と
取
り
組
ん
だ
女
性
相
談

会
や
年
越
し
相
談
村
で
、
公

助
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
誰
も
取
り
残
さ
れ
な

い
社
会
に
し
よ
う
」
と
連
帯

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員

長
が
激
励
あ
い
さ
つ
し
、
平

和
の
た
め
の
三
つ
の
呼
び
か

け
な
ど
話
し
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

は
、
日
本
被
団
協
の
田
中
代

表
委
員
「
ロ
シ
ア
に
絶
対
に

核
兵
器
を
使
わ
せ
な
い
。
そ

の
前
に
全
力
で
戦
争
は
終
わ

ら
せ
る
」
、
愛
労
連
西
尾
議

長
「
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、

ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

の
世
論
を
広
げ
て
い
る
」
、

福
島
原
発
訴
訟
の
中
島
原
告

団
長
「
11
年
た
つ
が
復
興
に

ほ
ど
遠
い
。
被
害
が
二
度
と

起
き
な
い
確
か
な
道
は
脱
原

発
だ
」と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

決
意
表
明
は
、
自
交
総
連

の
高
城
委
員
長
「
人
の
命
を

あ
ず
か
る
運
転
者
に
、
良
好

な
健
康
状
態
は
欠
か
せ
な

い
。
白
タ
ク
合
法
化
阻
止
、

労
働
時
間
短
縮
に
奮
闘
す

る
」
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
労

働
者
を
組
織
す
る
出
版
ネ
ッ

ツ
の
樋
口
委
員
長
「
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
の
実
施
中
止
、

報
酬
10
％
増
額
を
求
め
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
時
に
は
強
い
雨

と
な
り
ま
し
た
が
、
人
数
制

限
の
も
と
2
9
0
0
人
が
現

地
参
加
し
、
青
山
表
参
道
ま

で
元
気
に
デ
モ
行
進
し
ま
し

た
。

第
93
回
中
央
メ
ー
デ
ー
は
「
コ
ロ
ナ
解
雇
を
許
す
な
！
雇
用
の
継
続
と
休
業
・
生
活
保

障
の
充
実
を
！
ジ
ェ
ン
タ
ー
平
等
、
な
く
せ
貧
困
・
格
差
・
差
別
、
8
時
間
働
け
ば
暮
ら

せ
る
社
会
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
2
0
0
カ
所
以
上
の
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
地
評
は
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
を

10
万
筆
目
標
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
3
面
で
は
、
東
京

地
評
憲
法
月
間
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
て
奮
闘
し
て
い
る

組
織
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
署
名
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
憲
ス
ト
ッ
プ
署
名
の

繰
り
返
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
目
の

当
た
り
に
す
る
な
か
で
「
理
由
は
な
ん
で
あ
れ
、
戦
争
は

絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
痛
感
し
て
い
る
組
合
員
の

声
に
、
正
面
か
ら
向
き
合
い
な
が
ら
、
憲
法
9
条
は
そ
の

声
と
願
い
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
署

名
賛
同
＝
反
戦
平
和
の
意
思
表
明
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

な
ん
と
し
て
も
現
物
10
万
筆
目
標
を
達
成
し
、
参
院
選

勝
利
＝
改
憲
阻
止
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
3
面
に
つ
づ
く
】

Ｍ
Ｉ
Ｃ
（
日
本
マ
ス
コ
ミ

文
化
情
報
労
組
会
議
）
に
結

集
す
る
出
版
労
連
、
映
演
労

連
、
全
印
総
連
は
、
22
春
闘

・
第
5
次
統
一
行
動
を
4
月

8
日
に
実
施
、二
玄
社
争
議
、

Ｐ
Ａ
Ｃ
争
議
の
社
前
行
動
な

ど
行
い
ま
し
た
。
1
日
行
動

し
て
、
夜
は
中
央
区
労
協
と

共
催
で
銀
座
デ
モ
も
行
い
ま

し
た
。

二
玄
社
は
、
放
漫
経
営
の

う
え
組
合
要
求
の
ゼ
ロ
回
答

や
団
交
拒
否
を
是
正
す
べ
く

社
前
行
動
。
4
度
目
に
な
る

都
労
委
で
の
不
当
労
働
行
為

を
争
っ
て
い
ま
す
。
対
応
し

た
弁
護
士
に
組
合
と
誠
実
に

話
し
合
う
よ
う
要
求
し
ま
し

た
。
会
社
の
あ
る
文
京
区
で

は
、
文
京
区
労
協
、
文
京
労

連
、
東
京
土
建
文
京
支
部
、

Ｃ
Ｕ
文
京
支
部
の
仲
間
が
支

援
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｃ
争
議
は
、
20
年
年

末
に
起
こ
し
た
労
災
死
亡
事

故
を
内
部
告
発
し
た
労
働
者

へ
の
報
復
雇
止
め
撤
回
を
求

め
る
た
た
か
い
で
す
。
50
人

を
超
え
る
仲
間
が
危
険
な
高

所
作
業
、
労
働
環
境
の
改
善

も
求
め
要
請
し
、
会
社
は
取

締
役
が
対
応
。
都
労
委
で
の

解
決
に
向
け
て
雇
止
め
撤
回

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

夜
は
「
4
・
8
銀
座
デ
モ

・
中
央
区
春
闘
決
起
集
会
」

を
中
央
区
労
協
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
が

共
催
し
ま
し
た
。
行
動
は
松

竹
本
社
前
の
築
地
川
銀
座
公

園
で
短
時
間
意
思
統
一
し
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
吉
永
議
長
（
新
聞
労

連
委
員
長
）
、
中
央
区
労
協

石
田
副
議
長
が
主
催
者
挨
拶

し
ま
し
た
。
大
幅
賃
上
げ
・

底
上
げ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
の
実
現
、
言
論
表
現
の

自
由
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
れ
を
掲
げ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
平
和
も
訴
え
、
銀
座
の
街

を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

同
日
同
時
刻
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
抗
議
す
る
総
が
か

り
行
動
・
日
比
谷
集
会
（
1

8
0
0
人
が
参
加
）
が
行
わ

れ
て
お
り
、
総
が
か
り
デ
モ

に
連
帯
し
合
流
す
る
人
も
い

ま
し
た
。

要求を確信に労働組合運動に結集要求を確信に労働組合運動に結集

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
の
回
復

生
活
改
善
物
価
高
騰
対
策
を

定価 1部40円（送料別）
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２２春闘勝利・ウクライナに平和を

夜の銀座デモ・表現の自由、民主主義を守れ

4.8夜の銀座デモ

ウクライナの平和、貧困と格差・全ての差別をな
くし、8時間働いてくらせる社会をめざすデモへ

春
の
憲
法
月
間
署
名
賛
同
は
反
戦
平
和
の
意
思
表
明

春
の
憲
法
月
間
署
名
賛
同
は
反
戦
平
和
の
意
思
表
明
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